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西暦 2020年 9月 1日作成 第 2版 

研究課題名 転移性肝癌の治療成績に関する観察研究 

研究の対象 
1992 年 4 月 1 日以降に横浜市立大学附属病院、横浜市立大学附属市民総合医療セン

ターで転移性肝癌に対して肝切除術を施行した患者さん 

研究目的 

・方法 

転移性肝癌の術後合併症発症率、術後の生存率、再発率などの検討を行い、より良い

治療につなげることを目的としています。診療録から過去の情報を収集しますので、

患者さんに新たにご負担いただくことはありません。 

研究期間 西暦 2019年 4月 26日 ～ 西暦 2026年 3月 31日 

研究に用いる 

試料・情報の 

種類 

・背景情報：年齢、性別、既往歴、併存疾患、身長、体重 

・血液検査：血算、白血球分画（白血球数、好中球数など）、生化学（アルブミン、総

ビリルビン、AST、ALT、クレアチニンなど）、凝固（PT-INR、APTT、D ダイマー）、腫

瘍マーカー（AFP PIVKA-Ⅱ,CEA,CA19-9） 

・機能検査、画像検査：CT、MRI、PET-CT、12 誘導心電図、呼吸機能検査など 

・術前診断、周術期治療の種類、術前治療、化学療法（レジメン投与期間など） 

・手術情報：手術時間、出血量、術式、腫瘍径、合併症 

・病理所見 など 

外部への 

試料・情報の 

提供 

氏名や生年月日、カルテ ID など個人を特定できるデータは削除し、電子データにパ

スワードをかけて、横浜市立大学附属病院へ提出します。提供したデータは、横浜市

立大学附属病院消化器・腫瘍外科学教室で、パスワードのかかる PC で管理されます。

個人情報は横浜市立大学の安全管理措置規定に従い、厳重に管理します。 

外部からの 

試料・情報の 

取得と保管 

研究代表施設の情報とあわせてデータベース化された情報は、当院にも共有されま

す。その際は提供時と同様、匿名化されたデータにパスワードをかけて提供されます。

管理・廃棄は、研究代表施設と同様に行います。 

研究組織 

研究代表施設：横浜市立大学附属病院 消化器・腫瘍外科学教室 熊本 宜文 

参加施設：横浜市立大学附属市民総合医療センター 消化器病センター外科 武田 

和永 
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本研究に関するご質問・ご相談等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画

書及び関連資料を閲覧することが出来ますので下記連絡先まで電話または FAXでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象といたしませんので、下記の連絡先までお申出ください。その

場合でも患者さんに不利益が生じることはございません。 

問合せ先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

〒232-0024 横浜市南区浦舟町4-57 

横浜市立大学附属市民総合医療センター 消化器病センター外科 （研究責任者）武田 和永 

電話番号：045－261-5656（代表） FAX：045－261－9492 

 


